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蔽めを防止する技術を提供している o また肉厚/外径比が2.5 %以下の極薄継目無鋼管を穴空き欠陥なしで圧延でき
るロール孔型およびパススケジュールを提案しているo
第 6章ではマンドレルミルのパススケジュール設計方法について述べている。従来ノ守ススケジュール設計は操業経験
と試行錯誤だけでなされてきたが，本研究はパススケジュール設計の数式モデルを提案した最初のもPである。
第 7章においては本論文のまとめを行っている。
これらの研究成果は多くの特許，設計指針，製品として利用されている。
以上のように，本論文は継目無鋼管のマンドレルミル圧延における技術的課題について重要かつ新しい知見をもたら
し鉄鋼の生産技術に大いに貢献するものであり，博士(工学)の学位論文として価値あるものと認める。
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